
盛土部

２．除雪車運転支援システム（ビデオ）
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２．除雪車運転支援システム - 開発の背景

① 除雪作業は、天候、降雪量、気温、路面

状況などの変化に適した運用が求められ、高

い注意力を要する過酷な作業が、早朝、深夜

を問わず長時間に及びます。

② 労働人口の全人口に対する割合は2020

年に60％まで落ち込み、その後も減少傾向に

あり、熟練オペレータの減少が懸念されます。

★ ＩＣＴの導入、イノベーションの創造による労働生産性の拡大が必要
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熟練オペレータの減少



除雪作業運転支援システムイメージ

盛土部
準天頂衛星の高精度位置情報と高精度地図の情報を組み合わせ、

運転席のガイダンスモニターに除雪車の正確な位置を表示し、運転

操作を視聴覚的にサポート

２．除雪車運転支援システム – システム概要（１）

高精度
地図
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◇ ガイダンスモニターの表示内容

① 路肩内の横方向の車両位置
② 左側のガードレールや右側の

レーンマークとの離れ
③ 接触・はみ出しを回避する車両

の修正角
④ 路肩幅、作業注意情報

◇ はみ出しが大きい場合は警告音

④

③

② ①
走行イメージ図

ガイダンスモニター
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２．除雪車運転支援システム – システム概要（２）

★経験の浅いオペレータに、安全・

確実な除雪車の運転を支援



年度 主な内容

平成２５年度 ・無線測位技術の調査

平成２６年度

～

平成２7年度

・共同研究開始（北海道大学農学研究院：野口伸 副研究院長）

・ガイダンスシステムの構築、高精度地図・モニターの作製

・受信・システムの精度確認

※受信機等の通信機材はメーカー試作品を使用

平成２８年度 ・ロータリー除雪車（実車）による試験走行

平成２９年度 ・H30年1月 道央自動車道岩見沢ＩＣ～美唄ＩＣ間に試行導入

平成３０年度

（予定）
・市販の通信機材、高精度地図を購入、試行運用を継続
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２．除雪車運転支援システム – 開発経緯・予定



３．ロードマップ

2018年

11

① ロータリー除雪車 ② 除雪トラック



ご清聴ありがとうございました




